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一般質問とは、市が執り行う行政事務全般について、議員が質問を行うもので、本定例会では25人の議員が登壇しました。

ここでは発言順に質問項目のみを掲載していますので、詳細は富士市ウェブサイト上の本会議の議会中継（録画放送）や２月末

頃に発行予定の会議録を御覧ください。

会議録は富士市議会ウェブサイトのほか、図書館でも御覧になれます。

遠
えんどう

藤　盛
もりまさ

正
１．市道富士駅南口田子浦線の整備事業の早期完成について

２．高齢者施設・障害者施設向け、感染症対策ガイドブック作成について

新
あらいえ

家　大
だいすけ

輔 １．富士川緑地へのトイレ設置について

植
うえまつ

松　光
みつのり

徳 １．富士市における救急医療体制の深化について

一
いちじょう

条　義
よしひろ

浩
１．新工業団地整備について

２．荒廃した小規模神社の指導について

望
もちづき

月　　徹
とおる １．婚活支援を拡充し、結婚の多いまちづくりを

２．教員の働き方改革、サポートスタッフの拡充を

佐
さ

野
の

　智
ち

昭
あき

１．持続可能な地域コミュニティづくり、地区まちづくり協議会の在り方について

藤
ふじ

田
た

　哲
てつ

哉
や

１．地域支え合いボランティアポイント制度導入について

２．アフターコロナにおける災害・緊急支援情報キット取扱いの再確認について

３．マイナンバーカードを活用した救急業務の展開について

関
せき

　　明
あけ

美
み

１．地域猫活動を推進するための啓発活動と行政主導のルールづくりについて

吉
よしかわ

川　隆
たかゆき

之
１．避難行動要支援者名簿について

２．個別避難計画（災害時ケアプラン）について

長
は

谷
せ

川
がわ

祐
ゆう

司
じ １．市立小中学校の教員不足対応について

２．富士市内の学校環境改善について

小
お の

野　泰
やすまさ

正 １．内水氾濫等の短時間での状況変化へ対応できる防災・減災へのデジタル化による対策強化について

荻
おぎ

田
た

　丈
たけひと

仁
１．須津古墳群の価値を高める取組について

２．第３期廃棄物最終処分場建設に関わる吉永地区での協議について

笠
かさ

井
い

　　浩
ひろし

１．市有施設のバリアフリー化について

下
しも

田
だ

　良
よし

秀
ひで １．国民健康保険事業における健康の増進、健診受診による病気の予防、医療費適正化のためのデー

タヘルス計画について

伊
い

東
とう

　美
み

加
か

１．孤独・孤立対策推進法の施行に向けての対応状況について

山
やました

下いづみ
１．介護予防・日常生活支援総合事業の現状と今後の取組について

２．公立小学校の給食の日数について

井
い

出
で

　晴
はる

美
み １．生涯を通じた女性の健康支援について

２．タブレットを活用した児童生徒のメンタルヘルスを把握する取組について

石
いしかわ

川　浩
こう

司
じ １．部活動の地域移行への取組について

２．コロナ禍前後の国際交流の取組について

鈴
すず

木
き

　幸
こう

司
じ

１．勤労者総合福祉センター廃止後の労働行政と、（一財）富士市勤労者福祉サービスセンターについて

２．岳南富士地方卸売市場における市有地貸付料減免について

３．本年８月 16 日の豪雨による被害状況について

佐
さ

藤
とう

　菊
きく

乃
の

１．市職員の名札表記について

２．こども基本法に基づいた「こどもの居場所づくり」について

３．年度後半の入園の現状と対策について

福
ふくなが

永　意
むね

人
と

１．消費者教育の現状と拡充について

萩
はぎ

野
の

　基
もとゆき

行 １．誰もが投票しやすい投票環境の整備について

杉
すぎやま

山　　諭
さとし

１．学校給食費の公会計化への取組について

笹
ささがわ

川　朝
あさ

子
こ １．小中高校の女子トイレの個室への生理用品の配備について

２．大村教育施設等整備基金の活用について

市
いちかわ

川　真
ま

未
み １．スタートアップ企業支援の現状と今後について

２．救急車の適正利用と医療機関との連携について

一般質問 一 覧一般質問 一 覧 議会中継、
会議録検索は
こちらから
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本会議・委員会を傍聴してみませんか。（お問合せは議会事務局へ ０５４５-５５-２８７８）

新病院建設特別委員会
８月21日に新病院建設についてを議題として開催しました。

ユニバーサル就労推進特別委員会
８月31日にユニバーサル就労の推進についてを議題として開催しました。

政策討論会の報告
８月７日に市民サービスコーナーの存廃についてを議題として、政策討論会を開催しました。

特別委員会の中間報告等特別委員会の中間報告等

●新病院建設の立地エリアの条件は

新病院の建設地として求める立地エリア

については、敷地面積３万平方メートル以

上、現病院から３キロメートル以内という条件で抽

出するとのことですが、現病院に隣接する土地も候

補地となりますか。

富士保健医療圏の病院配置や人口分布を

分析したところ、現病院の立地は地域の基幹

病院としておおむねふさわしいと考えられるため、

現病院敷地や隣接地も含め、３キロメートル以内の

土地は全て選択肢として検討します。

●新病院の建設期間の短縮を

先日、当特別委員会で視察した中東遠総合

医療センターでは、基本計画策定から４年で

開院したそうですが、本市では令和６年度から建設

に取りかかることができたとしても７年程度の期間

が必要とのことです。今後、高騰する人件費や資材

価格が下がることは考えにくいので、財政負担を軽

減するためには少しでも早く建設に着手できるよう

前倒していくべきと考えますが、基本構想策定から

建設工事に至る流れの中で、どの部分をどれくらい

短縮できますか。

７年程度必要というのは市直営方式の場

合であり、基本構想に１年、基本計画から実

施設計までに３年、建設工事に３年かかるという想

定です。仮に、設計施工一括方式で実施した場合は、

基本計画から実施設計までの３年をかなり短縮で

き、さらに工期も短縮できることから６年弱程度ま

で短縮できると考えています。

●ユニバーサル就労推進事業への

 協力企業のさらなる開拓を

多様な働きづらさの要因に沿って、職場見

学や就労体験、自分に合った仕事を見つける

キャリアコンサルタントなど、様々な支援を行って

いるようですが、個々に寄り添ったオーダーメード

の取組をしていくためには、幅広い職種がそろって

いることも重要と考えますので、協力企業の開拓に

も努めてください。

●ユニバーサル就労に前向きな企業への優遇措置は

障害者雇用等を行っている工場等の誘致

活動では、企業立地促進奨励金制度の雇用奨

励金における障害者を雇用した場合のインセンティ

ブの紹介を行っているとのことですが、過去２年で

利用実績はゼロ件でした。対象を雇用奨励金に限定

せず、ユニバーサル就労に前向きな企業に対する優

遇措置は考えられませんか。

雇用奨励金の対象者としてユニバーサル

就労を定義づけることは困難ですが、富士山

フロント工業団地第２期の公募審査の際、選考基準

の貢献性において、障害者雇用やユニバーサル就労

に意欲のある企業は評価します。また、企業側がユ

ニバーサル就労について独自の提案をした場合は、

その内容に応じて支援が可能か検討していきます。

政策討論会は、富士市議会基本条例第13条第１項

の規定に基づき、「市政に関する重要な政策及び課題

に対して、議会としての共通認識の醸成を図り、合

意形成を得る」ことを目的に開催するものです。

今回、マイナンバーカードの普及率が７割以上で

あることやコンビニ交付件数が大幅に増加している

こと等から、市民サービスコーナーの存廃について、

今後の方向性を提言できるよう開催しました。

サービスコーナーについては廃止に向けた意見が

多かったものの、段階的に廃止、あるいは存続すべ

きという意見もあり、今討論会においては統一した

結論には至りませんでした。

８月25日に市長に結果を報告し、市民サービスコ

ーナーの存廃については、今後、より踏み込んだ議

論が必要であると考える

ため、市民ニーズを把握

できる調査の実施、サー

ビスコーナーにおける申

請者の実態を把握するこ

とを要望しました。
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